
米

苦

書

史

所

載

王

義

之

帖

考

(続
)

中

田

勇

次

K良

前
号

に
お

い
て
、
宋

の
米
甫

の
あ
ら
わ
し
た
書
史

の
な

か
か
ら
、
王
義
之
帖

を
と
り
出
し

て
解
読

と
注

釈

を
こ
こ
ろ
み

た
が
、

で
き
な

か

っ
た
。
本
号

で
は
前
号

に
引

き

つ
づ

い
て
王
義

之
帖
に

つ
い
て
、
前
号

と
同
様

の
方
法

に
よ

っ
て
注
解
を

こ
こ
ろ
み
、

だ
。
書
史

の
な
か

の
二
王
に
関
す

る
法
帖

は
、

ほ
ぼ

こ
れ

に
よ

っ
て
取
り

と
げ

る

こ
と
が

で
き
た
。

紙
幅
の
都
合
で
全
部
に
わ
た
る
こ
と
が

併
せ
て
そ
の
子
王
献
之
の
法
帖
に
及
ん

黄

麻

紙

十

余

帖

濃
州

(山
東
)

の
李
丞
相

(李

迫
)

の
家

に
は
、

書
画

が
多

い
。

そ

の
孫
の
直
秘
閣
李
孝
広

が
、
右

軍

(
王
義

之
)
の
黄
麻

紙
十
余
帖
を

収
蔵

し
て

い
る
。

十

余
帖

が

一
様

に

つ
ら
な

っ
て
巻
を

な
し

て
い
る
。

そ

の
書
は

老
熟
し

て
逸
気

が
あ
り
、

義
之

の
暮

年

の
書

で
あ
る
。

こ
こ
に
そ
の
数
帖

の
辞
句

を
略
記
す

る
。

そ
の

一
帖

に

「
白

石
枕
殊
佳
物
。
深
感
君

至
」

と

い
い
、
ま
た

一
帖

に

「
卿
事
時
了
。
甚
快
。

翠
凶

日
多
云

々
。

此
使

郭

下

一
日
為
戦
場
。

極
令
人
個
帳

。
豊
復
有
慶
年
之
楽
耶
。

思

卿

一
面

無
縁
。

可
歎
可
歎
」

と
い
う
。
ま

た

一
帖

に

「
九

日
以
当
力
見
」

と

い
う
。
ま

た

一
帖

に

「
重
煕

八
日
過
信

安
」

と

い
う
。
ま
た

一
帖
に

「
祠
物
当
治
護
。
信
到

便
遣
來

忽
忽
善
錯
也
」
と

い
う
。

ま
た

一
帖

に

「
謝
書
云

云
今

送
」
と

い
う
。
ま
た

一
帖

に

「
鵤
等

不
佳

。
令
入
弊

見
此
輩

、
吾
衰
老
。

不
復
堪
此
」

と

い
う
。

こ
の
ほ

か

の
帖

は
記
さ

な

い
で
省

略
し

て
お

く
。

こ
の
帖

の
後
に

は
先
君

(
米
茜

の
父
)

の
名
印
が
あ

る
。
下

の

一
印

の
印
文

に

「
尊
徳
楽
道
」

と
あ
る
。
今

、

こ
の
印
は
現

に

ロ
つ

私

の
家

に
あ
る
。
先
君
は
か

つ
て
漢

州
に
任
官
し

て
い
た

と
き
、
李
東
之
少

師

(
李
東
之
は
李
廼

の
子
)

と
、
碁
う

ち
の
友

人
で
あ

っ
た
。

お
そ
ら
く
碁
を
突

っ
て
こ
れ

に
勝

っ
て
手

に
入
れ
た
も

の
で
あ

ろ
う
。

そ
の
と
き
私
は

ま
だ
生
れ

て
い
な
か

っ
た
。

こ
の
帖

一
巻

は
、

世

上
に

こ
れ
に
比

べ
ら
れ
る
も
の
を
見
な

い
。
も
と
よ
り
右
軍

の
名
札

で
あ
る
。米

帝
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

(続
)
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王
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帖
考

(続
)

注

李
丞
相
は
李
麹
を
さ
す
。
字
は
復
古
。
資
政
殿
大
学
士
同
平
章
事
と
な

っ
た
。
宋
史
巻
三

一
〇
に
伝
記
が
あ
る
。

(
九
七

一
ー

一
〇
四
七
)
。
そ
の
子
、
李

東
之
、
字
は
公
明
。
英
宗
、
神
宗
朝
に
仕
え
、
太
子
太
保
と
な

っ
て
致
仕
し
、

つ
い
で
少
師
を
お
く
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
宋
史
李
廼
伝
に
付
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
掲
げ
た
七
帖

の
う
ち
、
鵤
等
帖
は
、
宋
拓
宝
晋
斎
法
帖
、
宝
賢
堂
帖
、
墨
池
堂
選
帖
な
ど
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
釈
文
で
は
、
各
本
と
も

「
令
人
」

の
上
に

「
都
」
字
が
多
い
。
重
編
本
の
宝
晋
斎
帖
に
は
、
末
尾
に

「
耳
」
字
が
多

い
の
は
原
帖
三
行
に
お
そ
ら
く
他
帖

の

「
耳
」
字
を
取

っ
て
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
墨

池
堂
選
帖
本
は
宝
晋
斎
本
に
依

っ
た
も
の
で
、
の
ち
に
宋
人
曹
士
日免

(陶
斎
)

の
践
語
が
あ
る
。

貞

観

御
府

右

軍

三
帖

欧
陽
調
の
草
書

「
也
」
字
は
、
末
筆
が
さ
か
し
ま
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
筆
法
は
何
か
ら
出
た
の
わ
か
ら
な
い
。
余

の
家
に
貞
観
御
府
右
軍
三
帖
が
あ
る
。
末
後

の

一

帖
の

「
也
」
字
は
、
欧
法
の
出
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
世
上
に
伝
わ
る
真
迩
お
よ
び
石
刻
帖
に
は
、
み
な
こ
の

「
也
」
字
は
な
い
。

注

貞
観
御
府

の
右
軍
帖
に
は
、
楮
遂
良
の
王
義
之
書
目
が
あ
る
。
米
蓄
の
所
蔵
し
て
い
た
の
は
何

の
帖
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
あ
る
い
は
こ
の
目
録
中

の
も

の
か
も
し
れ
な
い
。

「
也
」
字

の
筆
法
に

つ
い
て
は
、
欧
陽
詞
に
草
書
千
字
文
の
墨
帖
が
あ
る
が
、
今
見
る
本
は
、

「
也
」
字
が
虫
損
し
て
い
る
た
め
筆
法
を
確
か

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
戯
鴻
堂
帖
に
収
め
た
史
事
帖
の

一
つ
に
度
尚
帖
が
あ
り
、

こ
の
帖

の
末
尾
の

「
也
」
字
は
、
末
筆
が
逆

の
筆
法
に
な

っ
て
い
る
。
米
箒
の

い
う

「
末
筆
倒
磨
」
と
い
う
の
は
、
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
筆
法
を
い
う

の
で
は
な
い
か
。

碧

朧

王

帖

劉
瑳

(伯
玉
)
が
碧
騰
の
王
帖
を
収
蔵
し
て
い
る
。
帖

の
上
に
は

「
勾
徳
元
図
書
記
」

「
保
合
大
和
印
」
お
よ
び
、
顕
徳

の
歳
の
題
記
が
あ
る
。
劉
氏
は
か

つ
て
余
の

家
の
顧
榿
之

の
浄
名
天
女
図
を
愛
し
、

こ
の
画
と
王
帖
と
を
交
換
し

ょ
う
と
い

っ
た
。
私
は
、
も
し
子
敬
帖

(
王
献
之
の
法
帖
)
が
あ
る
な
ら
ば
交
換
し
て
も
よ
い
と
答

か
き
わ

え
ら

え
た
。
伯
玉
は
そ
の
返
事
に
、

「
こ
れ
は
沙
を
披
け
て
金
を
諫
ぶ
よ
う
な
も

の
で
す
」

と
い

っ
た
。

こ
の
こ
と
ば
は
た
い
そ
う
お
も
し
ろ
い
。

私
は
白
首

(老
年
)
に
な

っ
て
、
晋
人
の
帖
を
収
蔵
し

ょ
う
と

つ
と
め
た
が
、

た
だ
手
に
入
れ
た
の
は
、

謝
安
帖

(
八
月
五
日
帖
)

一
つ
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
は
開

元
、

建
中

の
御
府
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
か

っ
て
唐
の
王
涯

の
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

つ
ぎ
に

右
軍

の
二
帖
、

こ
れ
に
は

貞
観
御
府

の
印
が
あ

る
。
子
敬
の

一
帖
に
は
、
楮
遂
良
の
題
字
と
印
記
が
あ
る
。
ま
た
、
丞
相
王
鐸
家
の
印
記
が
あ

る
。
こ
の
ほ
か
に
顧
榿
之
の
浄
名
天
女
図
と
戴
蓮
の
観
音
図
が
あ
る
。
そ

こ
で
私
の
居
る
と
こ
ろ
を
宝
晋
斎
と
名
ず
け
た
。
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注

劉
瑳
、
字
は
伯
玉
、
開
封
の
人
。
晋
唐
以
来
の
書
画
を
収
蔵
し
、
鑑
識
に
秀
で
た
。

「
勾
徳
元
図
書
記
」
は
勾
中
正
の
鑑
蔵
印

で
あ
る
。
勾
中
正
の
伝
記
は

宋
史
巻
四
四

一
に
見
え
る
。
字
は
坦
然
、
宋
太
宗

の
朝
に
仕
え
て
、

著
作
佐
郎
、

直
史
館
と
な
る
。

文
字
の
学

に
精
し
く
、

徐
鋏
と
と
も
に
説
文
を
校
定
し
て
い

あ

さ
な

る
。
米
苗
は
、
勾
徳
元
は
中
正
の
こ
と
で
、
史
字

に
通
ず

と
云

っ
て
い
る
。
徳
元
と
い
う

の
は
字

で
あ
ろ
う
。
こ
の
印
記
は
書
史
に
収
め
ら
れ
た
李
畠
帖
に
も
用

い

ら
れ
て
い
る
。

「
保
合
大
和
印
」
は
未
詳
。
易
経
乾
卦

に

「
各

正
性
命
保
合
太
和
乃
利
貞
」
と
あ
り
、
易
経
に
基
ず
く

こ
と
ば

で
あ
ろ
う
。

「
顕
徳
」
は
五
代
後
周

世
宗
朝
の
年
号
。

(
九
五
四
-
九
五
九
)
。

謝
安
帖
は
八
月
五
日
帖
を
い
う
。
宋
拓
宝
晋
斎
法
帖
に
米
帯

の
刻
帖
が
あ
る
。
開
元
建
中
御
府
の
物
と
言
う
の
は
、

こ
の
帖
に

「
開
元
」

の
小
璽
が
あ
り
、
建
中

御
府
の

「
翰
林
之
印
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
唐
の
宰
相
王
涯
の
家

に
入

っ
た

こ
と
は
、

こ
の
帖
に
王
涯

の
鑑
蔵
印

「
永
存
珍
秘
」
が
捺
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

貞
観
の
印
の
あ
る
右
軍

二
帖
は
、
官
舎
、
尚
書

二
帖
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

(後
述
参
照
)

子
敬

一
帖
は
十

二
月
帖
を
い
う
。
宋
拓
宝
晋
斎
法
帖

に
刻
さ
れ
て
い
る
。
楮
遂
良
の

「
大
令
十

二
月
帖
」
の
題
籏
と

「
楮
氏
」
の
印
記
が
あ
る
。
ま
た
宰
相
王
鐸

の

「
鐸
書
」

の
印
が
あ
る
。

顧
榿
之
と
戴
逡

の
こ
と
は
歴
代
名
画
記
に
見
え
る
。

顧
に
浄
名
居
士
維
摩
詰
図
や

天
女
図

の
あ

っ
た
こ
と
は

こ
れ
に
よ

っ
て
知
ら
れ

る
。
戴
は
仏
画
を
よ
く
し
た
の
で
観
音
図
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
画
は
現
存
す
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

官

奴

帖

劉
脛
が
宿
州

(安
徽
)

に
あ

っ
て
、
平
生
は
じ
め
て
白
麻
紙
に
臨
し
た
顔
真
卿
書
、
太
沖
序
を
収
得
し
た
。

こ
れ
こ
そ
か
れ
の
秘
笈
第

一
の
物

で
あ
る
。
潤
州

へ
い

っ

て
封
赦

の
行
書
李
文
饒
太
尉
の
告
、
許
渾

の
詩
を
収
得
し
、

つ
い
で
智
永
の
板
本
千
文
を
手
に
入
れ
た
。
そ
の
の
ち
余
の
家

の
十
七
帖
、
日
本

の
書
お
よ
び
日
本
の
告
、

呉
融
、
司
空
図
が
嬰
晃

に
贈

っ
た
歌
、
張
顛
、
響
光
、
亜
栖
等

の
書
、
韓
幹

の
馬
、
戴
嵩

の
牛
図
を
手
に
入
れ
た
。
ま
た
、
楊
傑
の
と
こ
ろ
で
、
貞
観
御
府

の
内
史

(
王

義
之
)

の
官
奴
帖
を
手
に
入
れ
た
。
余
は
十
七
帖
以
下

の
諸
物
と
交
換
し
て
、

こ
れ

(官
奴
帖
)
が
私
の
家
に
帰
し
た
。

注

劉
渥
、
字
は
巨
済
、
陽
安

(
四
川
)

の
人
。
宋
史
巻
四
四
三
に
伝
記
が
あ
る
。
米
苛
と
は
親
交
が
あ

っ
た
。
太
沖
序
は
顔
真
卿

の
送
劉
太
沖
序
を
い
う
。
忠

義
堂
帖
、
戯
鴻
堂
帖
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
書
史
に
は
別
に
碧
朧
に
書
し
た

一
本
を
著
録
し
て
い
る
。
封
赦
は
唐

人
、
字
は
碩
夫
、
官
は
尚
書
右
僕
射
に
至

っ

た
。
旧
唐
書
巻

一
六

八
、
新
唐
書
巻

一
七
七
に
伝
記
が
あ
る
。
許
渾
は
唐

の
詩
人
。
字
は
用
晦
、
丹
陽
の
人
。
呉
融
は
唐
の
詩
人
、
字
は
子
華
。
新
唐
書
巻

二
〇
三

米
苛
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

へ続
)
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米
苛
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

(続
)

文
芸
伝
に
伝
記
が
あ
る
。
呉
融
に
贈
馨
光
上
人
草
書
歌
が
あ
り
、
宋

の
陳
思
の
書
苑
苦
華
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
司
空
図
も
唐
の
詩
人
。
司
空
図
に
も
お
な
じ
く
送

草
書
僧
砦
光
帰
越
詩
が
あ
り
、
ま
た
書
苑
著
華

に
載

っ
て
い
る
。
張
顛
は
張
旭
を
い
う
。
警
光
、
亜
栖
と
も
に
草
書

で
知
ら
れ
る
。
韓
幹
は
画
馬

の
名
手
、
戴
嵩
は

も

っ
ぱ
ら
水
牛
を
よ
く
し
た
の
で
名
高

い
。
と
も
に
歴
代
名
画
記
に
見
え
る
。

尚

書

帖

余
は
さ
き
に
唐
堀

の
と
こ
ろ
で
、
交
換
し
て
右
軍
の
尚
書
帖
を
手
に
入
れ
た
。
何

で
も
か
れ
が
僧
清
道
か
ら
手
に
入
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
も

「
貞
観
」

の
印
が
あ
る
。
印
文
は

(も
と
貞
観
二
字
が
離
れ
て
い
た
の
を
)
ふ
た
た
び
合
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
も
と
裁
断
し
た
紙

の
痕
が

一
す
じ
の
こ

っ
て
い
る
。
も
と
は

一
つ

の
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
林
希
が
余

の
家
の
こ
の
軸

(尚
書
帖
)
を
見
て
、
嵯
歎
し
て
こ
う
言

っ
た
。

「
秘
府
に
あ
る
と
こ
ろ
の
も

の
は
、

こ
れ
以
上
に
出
な
い
よ

う

で
あ
る
。
希

(
私
)
は
か

つ
て
秘
閣
の
中

の
あ
る

一
巻
を
見
た

こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は

「
貞
観
」

二
字

の
印
文
が
、
五
寸

(唐
尺
)
ば
か
り
は
な
れ
て
い
て
、

つ

ず
い
て
い
な
い
。
も
し
真
物
の
印
な
ら
ば
、

印
は
四
枚
も
ち
い
て
も
、

四
枚
と
も
み
な
平
均
す
る

(同
じ
調
子

の
も
の
に
な
る
)

は
ず
は
な
い
。

も
し
偽
刻
の
印

な
ら

ば
、
か
な
ら
ず

た
だ

一
鉦
だ
け
作

っ
て
用

い
る
の
で
、
ど
れ
も
こ
れ
も
み
な

一
律

で
あ
る
」

と
言

っ
た
。
余
は

こ
れ
を
聞

い
て
た
い
そ
う
腹
を
立
て
た
。

ひ
ろ
げ

て
見
る

気
に
も
な
れ
な
い
ほ
ど
不
服
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

こ
こ
ろ
み
に

こ
れ
を
よ
く
し
ら
べ
て
見
る
と
、
左
右
上
下
、

一
つ
と
し
て
同

一
の
も
の
が
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

そ

こ
で
さ

っ
そ
く
乗
物

の
輿
を
用
意
さ
せ
て
、
林
氏
の
と

こ
ろ

へ
ゆ
き
、

こ
の
わ
け
を
話
す
る
と
、
公
は
、
な
る
ほ
ど
と
う
な
ず

い
て
、

「
君

の
こ
の
書
は
ま
す
ま
す
絶

妙
で
あ
る
」
と
い

っ
た
。

こ
の
公

(
林
希
)

の
思
慮

の
精
し
い
こ
と
は
こ
の
と
お
り
で
あ
る
。

注

唐
堀
は
、
唐
詞
の
子
、
無
錫

の
人
。

す
で
に
前
に
見
え
て
い
る
。

こ
の
条
は
や
や
難
解
で
あ
る
。

「
貞
観
」

二
字

の
鑑
蔵
印

の
こ
と
は
、

歴
代
名
画
記
巻

三
、
叙
古
今
公
私
印
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
貞
」

「
観
」
そ
れ
ぞ
れ

一
字
ず

つ
二
小
印
に
作
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
印
は
紙
縫
の
上
に
用

い
ら
れ
る
。
真
印
は
そ
の

二
枚
の
印

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
偽
印
は
た
だ

一
鉦
の
印
を
用
い
る
だ
け

で
あ
る
か
ら
、

一
律
に
な
る
と
い
う
意
味

で
は
な
か
ろ
う
か
と
お
も
う
。

こ
の
項
は
尚

書
帖
の

「
貞
観
」
印
は
は
じ
あ
偽
刻
で
は
な
い
か
と
疑

っ
た
が
、
そ
う

で
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
よ
ろ
こ
び
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

尚
書
帖
は
、
楊
傑
か
ら
入
手
し
た
も

の
が
あ
る
こ
と
は
別
記

の
と
お
り
で
あ
る
が
、

こ
れ
と
同

一
帖
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
東
書
堂
帖

に

「
見
尚
書
書

一

一
云
々
」
草
書
六
行

の

一
帖
が
あ
る
。
ま
た
、

「
尚
書
六
日
書
示
」
帖
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

宝
真
斎
法
書
賛
巻
七
に
、

右
軍
尚
書
帖
、

草
書
四
行
、

「
尚
書
六

日
。
書
示
。
秀
才
孔
君
。
借
戦
国
策
可
付
之
」
を
の
せ
て
い
る
。

そ
の
解
説
に
、
唐
人
華
本
、
絹
本
真
蹟

一
巻
。
宝
晋
書
史
を
引
い
て
、
か

つ
て
、
唐
堀
の
と

こ
ろ
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で
交
換
し

て
こ
の
帖
を
手
に
入
れ
た
も
の
で
、
僧
清
道
か
ら
手
に
入
れ
た
と
い
う
。

「
貞
観
」

の
印
が
あ
り
、
も
と
の
裁
断
し
た
紙
の
痕

一
す
じ

が
残

っ
て
い
る
。

き

ぬ

今
、

こ
れ

は
練
素

で
あ

り
、
裂

け

て
手

に
触
れ

る
こ

と
も

で
き
な

い
が
、

お
そ
ら

く
晋
代

の
も

の

で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

ま

た
、

貞
観

の
遺
蹟

も

な

い
の
で
、
鑑
定

ひ

ま

し
て
唐
華

と
し
た
。
帖

の
首
尾
に
宣
和
御
府

の
す

べ
て
六
印
が
あ
り
、
ま
た
、
内
府
図
書
璽

一
穎
が
あ
る
。
宝
慶
乙
酉
正
月
、
予
は
遣
閑
を
え
て
、
大
名

(
河
北
)

か
ら
帰
り
、
真
廟
の
展
輸
と
と
も
に
た
ず
さ
え
て
き
た
。
み
な
沐
都
の
旧
蔵
品
で
あ
る
、
と
い
う
。

宝
晋
英

光
集
巻
八
に
、

「
枢
密
林
文
節
観
吾
家
右
軍
書
。
歎
息
久
之
。

一
日
云
。
貞
観
印
、
閣
下
有

一
軸
、
相
去
五
六
寸
。
乃
是
両
枚
。
亦
有

相
合
者
。
不
相
当

也
。
余
聞

之
。
内
憬
不
敢
発
。
視
者
月
余
。

一
旦
忘
之
。
既
開
皆
不
相
当
。
忽
悟
文
節
語
。
即
馳
告
公
日
、
使
君
愈
重
宝
也
」
と
あ
る
。

こ
れ
も

こ
の
書
史

の
記
事
と
関
連
す
る
蹟
語

で
あ
る
。
林
希
、
字
は
子
中
、
福
州
の
人
。
譲
は
文
節
。
宋
史
巻
三
四
三
に
伝
記
が
あ
る
。

官
舎
帖

に
つ
い
て
は
、
右
軍
書
記

=
二
九
に

「
官
舎
佳
也
」
帖
が
あ
る
。
ま
た
、
同

一
七
二
に

「
想
官
舎
無
善
」
帖

が
あ
る
。
ま
た
、
同

二
五
六
に

「
官
舎
佳
也

節
気
不
適
可
憂
」
帖
が
あ
る
。
ど
の
帖
に
あ
た
る
か
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。

涯
氏
珊
瑚
網
巻

二
十

二
、
米
裏
陽
肇
収
法
書

に
も
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
同
じ
く
関
連
の
あ

る
記
述
で
あ
る
。

晋
将
軍
会
稽
内
史
金
紫
光
禄
大
夫
王
義
之
、
字
逸
少
、
官
舎
、
尚
書

二
帖
、
第

一
帖
、
易
干
今
坊
州
使
君
劉
渥
、
第

二
帖
、
易
干
礼
部
員
外
郎

楊
傑
、
唐
貞
観
御

府
物
、
至
予
家
、
貞
観

二
小
璽
復
合
。
神
物
雑
合
。
真
有
数
耶
。
自
丙
寅
、
至
壬
午
、
十
七
年
間
、
以
紙
毛
三
洗
践
。
時
崇
寧
紀
元
五
月
十
五
日
。

右

軍

帖

余
は
、
張
直
清
の
家

の
虞
永
興

(世
南
)
、
汝
南
公
主
墓
誌
を
臨
し
た
。
漸
中
の
好
事
者
は
、
こ
れ
を
真
物
と
し
て
石
に
刻
し
た
。
右
軍
帖
は
と
り
わ
け
多
い
。

注

汝
南
公
主
墓
誌
は
書
史
の
中

に
別

に
見
え
る
の
で
、
後
に
詳
述
す
る
。

「
右
軍
帖
尤
多
」
と

い
う
の
は
前
後
の
文
意
が

つ
ず
き
難
く
、
脱
文
が
あ
る
の
は
な

い
か
。

唐

人

背

右

軍

帖

う
ら
う
ち

唐
人

が
王
薮

之

の
帖
を

表
背
す

る

に
は
、
み

な
、
睡

熟

し

た
、

綿

の

よ
う

に
軟
か

い
紙
を

用

い
、
占

紙

を

損
傷
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

ま

た
、

水

の
中

に
入

れ
て
蕩
瀞

(
あ
ら

い
す

す

ぎ
)
し

て
古

紙
を

鷹
す
と
、

魔

れ
な

い
性

質

を
も

た

せ
る

こ
と

が

で
き

る
。

と

い
う

の

は
、
紙

は
も
と

水
を
も

ち

い
て
製

造
し
た
も

の
で
あ

る
か
ら

、
も

う

一
度
、

紙
を

抄
く
よ
う

に
す

る
と

よ
い

の
で
あ
る
。
余

は
古

い
書
蹟

を
う

る
た
び

に
、
よ

い
紙

二
枚

を
用

い
、

そ
の

一
枚

は
書
蹟

の
上
に
お
き
、

一
枚

は
書
蹟

の
下

に

米
蓄
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

へ続
)
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米
苛
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

(続
)

さ
い
か
ち

う

か

し
く
。

傍
ら

か
ら
阜
角

の
汁

を

こ
ま

か
く
炉
過

し

て
、

水

を
ま
ぜ
、

ざ

っ
と
そ

の
液

を
そ

そ
ぎ
か
け
、

紙

の
内
部

へ
は

い
る

よ
う

に
す
る
。

上

を
お
お
う

た
紙

の
上
か

あ
か

あ
ぶ
ら

ら
、

手
先

で
や
わ
ら
か
く

お
さ

え
こ
す

り

か
け
る

と
、

垢

や
賦
気

が
す

っ
か

り
水

と

と
も

に
出

て
し
ま

う
。

表

と
裏

と

こ

の
よ
う

に
し
、

つ
い
で
清

水
を

五
七
遍

そ
そ

ぐ
。
紙

も

墨
も
も

と

の
ま
ま

で
変

る

こ
と
な
く
、

塵
垢

は

み

な
と
り
去

ら
れ

る
。

ふ

た
た
び

上

に
お
お
う

た
紙
を

と
り
去

り
、
乾

い
た

よ
い
紙

で
こ
の
漏
気

を
す

い
と
ら

し
め

う
ら
う
ち

せ
る
。

二
三
枚

の
紙

で
こ
れ
を
や
る
。

う
ら

う
ち

の
紙

が

す

で
に
は

な
れ

て
し
ま

っ
た
ら
、
原
本

を
半
ば

潤

っ
た

よ
い
紙

の
上

に
合

せ
て
、

背
表

の
紙

を
め

く
り
と

り
、

う
ら

う
ち

ひ
だ

糊
を

つ
け
て
背
表
を
す
る
。

絹

で
四
辺
を
お
さ
え
て
は
な
ら
な
い
た
だ
紙
を
用
い
、

う
ら
う
ち

の
紙
に
摺
が
で
き
て
、

重
棚

(紙
が

ひ

っ
ぱ
れ
て
ひ
ず
む
こ
と
で
あ
ろ

お
お

う
)
し
、
古
蹟

の
紙
を
損
め
な
い
よ
う

に
す
る
。
か
え

っ
て
襯
帖

(ぴ

っ
た
り
と
く

っ
つ
け
る
)
し
て
古
蹟
の
紙

に
背
し
て
は
な
ら
な
い
。
隠
う
に
し
た
が

っ
て
す
ぐ

に

破
れ
る
。
も

っ
ぱ
ら
薄
紙
を
用
い
る
が
よ
い
。
帖
の
寸
法
と
上
部
を
そ
ろ
え
て
、
た
が
い
に
古

い
損
傷
し
た
部
分
を
修
補
す
る
よ
う
に
す
れ
ば
と
り
わ
け
よ
い
。
損
傷
し

つ
づ

た
と
こ
ろ
を
わ
ざ
わ
ざ
貼
り
つ
け
補
く
る
必
要
は
な

い
。

(う
ら
う
ち

の
際
は
原
本

の
破
損
し
た
部
分
を
、
別
に
紙
を
あ

て
た
り
し
な
い
で
、
う
ら
う
ち
の
紙

の
ま
ま

で

う
ま
く
補
修
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
)
。

右

軍

唐

華

四

帖

一

王
義
之
の
唐
華
四
帖
の
う
ち
、

一
帖

に

コ
畏
鮮
L
と
い
う
字
が
あ
る
。
醇
道
祖

(紹
彰
)
の
収
蔵
し
て
い
た
も

の
で
、
裏
鮮
帖
と
名
ず
け
る
。

(
四
帖

の
う
ち
)
、

二

一

幅
は
冷
金
硬
黄
紙
で
、

一
幅
は
楮
薄
紙

の
墓
本

で
あ
る
。

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
右
軍
暮
年
の
更
に
妙
な
る
帖

で
あ
る
。
そ
の

一
幅
に
、

「
欲
与
彦
仁
集
界
上
。
平
自
可
。
且

何
所
諮
人
。
乃
王
道
平
平
」
と
い
う
。

こ
の

「
平
」
字
は
音
便
と
い
う
。
ま
た
、
晋
人
の
語
気
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
に
弘
文
印

(
「
弘
文
之
印
」

で
あ
ろ
う
)
が

あ
る
。
印
は
帖

の
中
心
の
面
上
に
あ
り
、
紙
縫

に
印
し
て
い
な
い
。

四
辺
に
ま
た
小
さ
い

「
開
元
」

の
字

の
印
が
あ
る
。
御
府
の
帖

で
あ
る
。

注

裏
鮮
帖
は
、
今
、
宋
拓
宝
晋
斎
法
帖
お
よ
び

二
王
帖

に
見
ら
れ
る
。
明
の
集
帖
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
帖

の
う
ち
に

「
弘
文
之
印
」

が
あ
り
、
「
紹
彰
」
、

「
崇
嗣
」

の
署
名
が
あ
る
。
た
だ
し

「
開
元
」

の
小
璽
は
な
い
。
帖
後
に
醇
紹
彰
の
賛
を
刻
し
て
い
る
。

賛

に

「
右
軍
為
書
、

暮
年
更
妙
。

裏
鮮
既
出
。

衆
帖
成

少
。
蓋
其
暮
年
。
縦
心
所
造
。
開
元
珍
蔵
。
洪
文
秘
奥
。
崇
嗣
与
欽
。
堕
賞
同
好
。
龍
鳳
騰
儀
。

日
星
垂
曜
。
陳
雷
不
嗣
。
隠
如
霧
豹
。
清
聞
干
帰
。
是
則
是
倣
。

河
東
、
醇
紹
彰
以
晋
王
逸
少
裏
鮮
帖
刻
石
題
」
と
あ
る
。
王
の
書
は
暮
年

の
も
の
が
勝

っ
て
い
る
こ
と
は
虞
癬
の
論
書
表
に
見
え
、
孫
過
庭
の
書
譜
な
ど
に
も
末

年

の
書
は
多
妙
と
言

っ
て
い
る
。
醇
紹
彰
は
、
字
は
道
祖
。
長
安

の
人
。
米
苛
と
親
交
が
あ
り
、
米
醇
と
並
称
さ
れ
た
。
書
は
二
王
の
筆
意
を
得
て
、
絶
妙
の
域
に

達
し
た
と

い
わ
れ
る
。
今
、
そ
の
尺
憤
な
ど
が
伝
わ

っ
て
い
る
。
ま
た
、
好
ん
で
蘭
亭
序
の
臨
書
を
な
し
た
の
で
も
名
高
い
。
宋
史
巻
三
二
八
、
父
の
醇
尚
伝

に
附



記
し
た
伝
記
が
あ
る
。
崇
嗣
は
徐
崇
嗣
を

い
う
。
画
家
で
名
高
い
徐
煕

の
孫
に
あ
た
り
、
祖
風
を
承
け
て
花
鳥
画
を
善
く
し
た
。
画
法
に
お
け
る
没
骨
法

の
始
と
し

て
知
ら
れ
る
。
裏
鮮
帖
に
つ
い
て
は
小
著
中
国
書
論
集
所
載
、
宋
拓
宝
晋
斎
法
帖
鑑
賞
記
に
詳
説
し
た
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

唐

開

元

華

右

軍

帖

宋
子
房
が
唐
開
元
華
右
軍
帖
を
手
に
入
れ
た
。
末
尾
に
李
林
甫
等
臣
の
践
が
あ
る
。
今
、

王
読
に
帰
し
て
い
る
。
翰
林
の
印
は
み
な
あ
る
。
こ
の
う
ち
異
熱
帖
は
薩
紹

彰

に
帰
し
た
。

注

宋
子
房
は
伝
記
未
詳
。
王
読
は
、
字
は
晋
卿
、
蜀
国
長
公
主
を
尚
し
、
官
は
留
後

(節
度
使
の
代
行
を
す

る
官
名
)
に
至

っ
た
。
詩
を
よ
く
し
画
を
も
善
く

し
た
。
宋
史
巻

二
五
五
王
凱
伝
に
附
記
し
た
伝
記
が
あ
る
。
翰
林
印
は

「
翰
林
之
印
」

で
あ
ろ
う
。
宋
拓
宝
晋
斎
法
帖
所
載
の
謝
安
帖
に
見
え
る
。
建
中
御
府

の
印

と
い
う
。

右

軍

与

王

述

書

蘇
書
の
書
画
紀
に
述

べ
て
い
る
。
鳳
師
と
と
も
に
賞
閲
す
る
こ
と
数
日
に
お
よ
ん
だ
。
そ
の
と
き
見
た
も
の
に
、
内
史

(
王
義
之
)
が
王
述
に
与
え
た
書
が
あ
る
。
そ

(
子
)

(
舎

)

(能

)

(
耳

)

(
夏

)

の
文
に
、「
此
郡
之
弊
、
不
謂
頓
至
於
此
。
諸
適
滞
。
非
復

一
条
。
独
坐
不
知
何
以
為
治
。
自
非
常
才
所
済
。
吾
無
故
捨
逸
而
就
労
。
歎
恨
無
所
復
及
宗
。
交
人
事
請
託
。

(小
)

亦

(
所
)
未
見
。
北
都
翼
得
小
差
。
頃
日
当
何
理
」
。

こ
の
帖
は
江
南
十
八
家
帖
中
に
あ
る
。
本
朝
に
お
い
て
、
碑
本
を
も

っ
て
十
巻
中

に
刻
入
し
た
。

こ
れ
を
比
較
し

ち
が

て
み
る
に
、
毫
髪
も
差

っ
て
い
な
い
。

注

蘇
誉
、
字
は
国
老
、
蘇
易
簡
の
子
で
あ
る
。
宋
史
巻
二
六
六
蘇
易
簡
伝
に
見
え
る
。

「
蘇
誉
書
画
記
述
」

と
あ
る
の
は
、
蘇
嘗
に
書
画
紀
と
い
う
著
述
が
あ

っ
て
、
そ
の
中
に
述
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
蘇
嘗
は
宋
史
巻

二
六
六
、
東
都
事
略
巻
三
五
、
宋
史
翼
巻

二
等
に
見
え
る
。
書
画

の
収
蔵
家
と
し
て
知
ら

れ
た
蘇
氏

一
門
の
人
で
、

そ
の
子
に
蘇
舜
元
、
舜
欽
、
舜
賓
兄
弟
が
あ
る
。
蘇
言
に
書
画
記
と
い
う
著
述
が
あ
る
か
ど
う
か
未
詳
。
鳳
師
は
未
詳
。
か
つ
て
講
読
し

た
時
、
僧
鳳
山
、
諦
子
儀
、
姓
陳
氏
、
天
竺
山
に
あ
り
と
あ
る
。
な
お
未
考
。

「
内
史
与
王
述
書
」
は
此
郡
帖
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
淳
化
閣
帖
中
に
刻
さ
れ
て
い

る
。
十
巻
中
に
刻
入
と
い
う
の
は
閣
帖
に
刻
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。

今
の
閣
帖
と
は
文
字
に
小
異
が
あ
る
。
閣
帖

の
釈
文
で
は
捨
を
舎
に
作
り
、
就
を
能

に
作
り
、

ホ
を
耳
に
作
り
、
交
を
夏

に
作
り
、

北
を
小
に
作
る
。

書
史
の
釈
文
に
も
意
味
の
通
ず

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

参
考
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

捨
逸
而
就
労
な
ど
は
書

史

の
方
が
よ
く
、

交
人
は
教
人
の
意

で
は
な

い
か
。

魯

一
同
の
王
右
軍
年
譜

で
は
、

此
郡
帖
を
永
和
七
年
、

四
十
五
歳
、
護
軍
将
軍
か
ら
右
軍
将
軍
会
稽
内
史
と

米
蓄
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

(続
)
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な

っ
た
年
に
置
い
て
い
る
。
会
稽
郡

の
凶
作
の
と
き
に
あ
た

っ
て
こ
の
郡

の
内
史
と
な

っ
た
が
、
自
分
の
力
の
及
ば
な
い
こ
と
を
歎

い
て
し
た
た
め
た
書
簡
と
思
わ

れ
る
。
文
意
は

「
こ
の
郡
の
疲
弊
し
た
こ
と
が
、

こ
れ
ほ
ど
に
ま
で
至

っ
て
い
る
と
は
お
も

い
も
か
け
な
か

っ
た
。

い
ろ

い
ろ
な
通
滞

(通
は
逃
亡
の
意
、
通
滞
は

行
政
の
う
ま
く
ゆ
か
な
い
こ
と
を

い
う
で
あ
ろ
う
)
は
、

一
条
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

た
だ
ひ
と
り
坐
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
治
め
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
状
態
は
、

お
の
ず
か
ら
普
通
の
才
能

で
は
救
済
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

私
は
理
由
も
な
い
の
に
、

安
逸
な
生
活
を
捨
て
て
こ
の
労
に
就
く

こ
と
に
な

っ
た

(
会
稽
内
史
に
な

っ
た
こ
と
)
。
ま
た
私
の
力

で
は
及
ば
な

い
こ
と
を
歎
く
ば
か
り
で
あ
る
。
」
と
い
う
。
以
下

の
文
は
存
問
に
関
す
る
こ
と
ら
し
い
が
、
具
体
的
な

内
容
は
不
明
で
あ
る
。
江
南
十
八
家
帖
は
、
米
帝
の
見
た
刻
帖

で
王
義
之
の
此
郡
帖
は
こ
の
中

の

一
帖

で
あ
る
が
、
全
帖
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
墨
池
編
明
刊
本

巻
五
に
、
晋
十
八
家
法
帖
が
あ
り
、

「
右
は
世
に
十
八
帖
と
し
て
伝
わ

っ
て
い
る
が
、
実
は

二
十
五
帖
あ
る
。
そ
れ
は
書
者
が
十
八
家
あ
る
と
い
う
意
味
で
名
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
世
間
に
は
ま
た
王
義
之
十
八
帖
と

い
う
も

の
も
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
み
な
官
法
帖
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
十
八
家

の
書
は
官
法

帖
の
と
り
わ
け
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。

(
王
義
之
を
中
心
と
す
る
法
帖
の
研
究

一
二
七
頁
)

増

慨

・
安

西

帖

ま
た

二
帖
は

「
増
慨
」

「
安
西
」
と
い
う
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
上
に

「
筆
精
墨
妙
」
印
と
蘇
喜
の
題
字

二
字
が
あ
る
。
余
は
王
読
か
ら
こ
れ
を
文
皇
手
詔
と
交
換
し

て

手
に
入
れ
た
。
文
皇
詔
は
宋
素
臣

(宋
白
)
尚
書
の
家
の
も
の
で
、
余
は

こ
の
書
蹟
に
次
の
よ
う
な
賛
を
践
し
た
。

龍
彩
鳳
英
。
天
開
日
升
。
亟
戯
多
難
。
力
致
太
平
。
雲
章
毎
発
。
目
動
神
驚
。

注

二
帖
と
い
う
の
は
二
つ
の
帖

の
意
で
、

「
増
慨
」
と

「
安
西
」
を
さ
す
ら
し

い
。

こ
の
二
帖
が

つ
ず
い
て

一
巻
と
な

っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
淳
化
閣
帖

巻
八
、
採
菊
帖

の
後
半
は

一
に
増
慨
帖
と
い
い

「
増
慨
知
足
下
疾
患
小
佳
」
云

々
と
あ
る
。
安
西
帖
は
、
お
な
じ
く
閣
帖
巻
八
に
、

「
一
昨
得
安
西
六
日
書
」
云

々

の
帖
が
二
種
あ
る
。
字
句
は
類
似
し
て
い
る
が
別
帖
に
な

っ
て
い
る
。
あ
る

い
は
こ
れ
を
さ
す

の
で
は
な
い
か
。
な
お
未
詳
で
あ
る
。

「
筆
精
墨
妙
」
印
は
王
略
帖

に
あ
り
、
蘇
易
簡

の
用
い
た
印
と
い
う
。
蘇
嘗
は
易
簡

の
子
で
前
に
も
見
え
て
い
る
。
文
皇
手
詔
は
唐
太
宗
の
手
書
し
た
詔
勅
で
、

こ
の
こ
と
は
宝
晋
英
光
集
巻
六

に
も
同
様
に
賛
を
掲
げ
て
い
る
。
宋
素
臣
は
名
は
白
。
字
は
太
素
。
官
は
吏
部
尚
書
と
な

っ
た
。
宋
史
巻
四
三
九
に
伝
記
が
あ
る
。

唐

人

慕
右

軍

丙
舎

帖

唐
人
の
華
し
た
右
軍
の
丙
舎
帖
は
、
暮
年
の
書
で
あ
る
。
呂
文
靖
丞
相
の
家
の
淑
問
の
処
に
あ
る
。
法
書
要
録
に
載
せ
て
い
る
。
鍾
蘇
帖
を
臨
し
た
も
の
で
あ
る
。
藤

r・



紹
彰

は

二
本

を
模
写
し
、

そ
の

一
つ
を

私
に
贈

っ
て
く

れ

た
。

注

丙
舎

帖

は
嵯

田
丙

舎
帖

の

こ
と

で
あ

ろ
う
。

今
、

鍾
縣

の
薄
と

伝
え

る
も

の
が
あ

る
。

こ

の
帖

は

明

の
集
帖

、
墨

池
堂
選

帖
、
快

雪
堂

帖
等

に
刻

さ
れ

て

い

る
。

こ
の
記
事

に
よ

る
と

こ

の
帖

は
王
∵.我
之
が
鍾

孫

帖
を

臨
し

た
も

の

で
あ

る
。
之

は
次

の
如

く

で
あ
る
。

墓

川
丙
舎
。
欲

使

一
孫

於
、城

西

。
一
孫

於
都

尉
府

。

此
孫
家

之
嫡

卍
之
良
暫

也

..
兄
弟

共
哀
異

之

哀
懐

傷

切
、,
都

尉
文

岱
自
取

禍
痛
.
賢

兄

慈
篤

。
情
無

有

巳
。

↓
門
同

憧
。

助
以
・棲

憶
。

如
何

如
何
。

呂
文

靖
は
呂
夷

簡

を

い
う
。

字

は
坦
夫
、

存
州

の
人
。

仁
宗
朝

に
同

.平
竜
事

と
な

っ
た
。

識
は

文

靖
と

称
す

る
。
宋
史

巻

.一.
一

一
に
伝
記

が
あ

る
。
淑

問
は

人
名

で
あ

ろ
う
が
、
誰

を

さ
す

か
未
考

。
法

書

要
録

は
巻

三
、
緒

遂
良

の
.王
義
之

詐
目

の
正
書

の
部

に

。

「
嚢

田
丙
舎

伍
行
」

と

見
え

る
。

行
数

は
八
r
本

と

一
致
す
.る
。

銭

氏

王

帖

藤

(
紹
彰

)
か

ら

の
書
簡

が
来

て
、

銭
氏

の
王
帖

を
買

う

こ
と

が

で
き

ま
し
た

と
.〔..日
っ
て
き

た
.
私

は
そ

の
返
事

に
、
李

公
紹

の
家

に
蔵

す
る

二
下
.よ
り
以
.前

の
帖

の

こ
と
を
書

い
て
、

財
布
を

か
た

む
け

て
買

い
取

る

の
が

よ

若
し

い
と
言

っ
て
、
次

の
よ
う

な
詩

を
寄
せ

た
、

欧

盤
楮
研

不

'.自

持

・.
猶

能
半

躇
二
占

人
窺

一。

公
権

醜

塩

息
札
祖

、
従

レ
戴
占
法

蕩
無

レ
遺

、
張

巌
与

レ
棚
虹
同

し
罪

、

鼓

・・吹
俗

子

〔起

二
乱
離

㌻
、

懐

素

鶴
僚
小

解
レ
事
。

僅

趨

二平

淡

一如

二
盲
医

・、
可

憐
智

永

硯
空

臼
、
去

レ
本

一
歩

呈
r

噴

.

へ
巨
∴
凛
・拭
帖
所

栽
.円
レ
U
ご

、

巳
デ
,凱
4
為

レ
此
困

.
有

口
能
談
已
・不
レ
随

.
誰

.ム
心
存

乃
筆

到
。

天

工
自

是
秘

二精

微

㎜、、
.
一E

之
前
ム4ー
二
高
レ
月

、
有

レ
志

欲
レ
購
忘

　゚高
貨

・.
獲
勤

分

・治
曄

紹
彰

㌃、
骸

し
金
購

取
重
欺

題
。

注

こ
の
詩
は
宝

凸
英

光
集
巻

一一.
に
載

っ
て

い
る

、
た
だ

し
、

こ

の
前

に

扁
老
来

書
興

独
未
忘

」

か
ら

一
胡

.不
束
来

従
此

荒
」

の

.
一十

四
句
が

あ

る
.

こ
の

二
十

四
句

は
書
史

で
は
、

別

に

こ

ω
項

の
前

.煽
、の
中

に
記

さ
れ

て

い
る

.
集

と
は
芝
字

に
小
異

が
あ
る
.、

天

工

を
集

で
は

天
.公
に
作

る
が
.天

L

の
方

が
、正
し

い
。

分
治
を

集

で
は
分
賄

に
作
る

が

分
賄

の
方

が
意

が
通
ず

る
。

こ

の
詩
は

米
帝

の
書
論

を
う
か

が
う

ω
に
よ

い
,

唐

の
欧
陽

淘
と

楮
遂
良

は
、
欧

は
怪

、
階
は

娩
と

そ

れ
ぞ

れ
特

色
は
あ

る
が
、

ま
だ

よ
く
占

人

の
規

矩

を
路
ま

え

て

い
る
、、
柳

公
権

の
書

は
醜

怪

で
あ

り
、
哲
札

の
.兀
祖

で
あ

る

.

こ
の

の
ち

古
法

は
す

っ
か
り

の
こ
ら

な
く

な

っ
た
。

張

旭
は
柳

公
権
と

ほ
と

ん
ど
同

罪
と

い
,っ

て

よ

い
。

世
俗

の
人

を
あ

ぶ
り
た

て
て

井
法
を

乱

し

た
.、
慎
素

は
猫

捺

(北

人
が
南

人
を

の
の
し

る

こ
と
ば
)

で
は

あ
る

が
、
す

こ
し
は
も

の
が

わ
か

る
が
、

わ
ず

か

に
平

淡

に
趨

く
が
、

盲

医

の
ご

と
き

も

の
が
あ

る
。
衆

箭

は
平
淡

自
然
を

書

の
極

意
と

し

て
い

る
が
、
懐

素

は
わ
ず
.か

に
翼
淡

を
え
て

い
る
も

の
の
、

盲
医

(事

米
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理

に
明
ら
か

で
な

い
医
者
)

の
よ
う
な

も
の

で
、
ま

だ

よ
く
わ

か

っ
て

い
な
い
。
智

永
は
書

の
学

習

に
苦

心
し

て

つ
と
め
て

い
る
が
、

そ

の
根

本

(
二
王
)

か
ら
は

も
う

一
歩

と

い
う

と

こ
ろ

で
あ

る
。
法

帖

(閣
帖

)

に
載

せ
て

い
る
例
を

見
れ
ば

わ

か
る
。

こ
の
生

(智

永
)

は

こ
の
こ
と
で
苦

労
を
し

て
い
る
。

ロ
で
は
議

論
す

る

こ
と
が
で
き

て
も
、

手
が
言
う

こ
と
を
き

か

な

い
。

心
存
す
れ
ば
筆
到

る

(
柳

公
権

の
心
正
け

れ
ば

筆

正
し
を
暗
示
し

て
い
る
)
。

天
然

の
工
み
は
お

の
ず

か
ら

奥

ふ
か
く
微
妙

な
も

の
で
あ

る
。

二
王

の
前

に
高
古

な
書

が
あ

る
。
自

分
は

そ
れ

を
学
び

た

い
と

は

思

っ
て

い
る
。
価

が
高
く

て
も
借
し

く
は
な

い
。
辞

紹
彰

に
も

分
ち
お
く
り

た

い
の
で
、
大
金

を
散
じ

て
買

い
と
り
、

重
ね

て
践

を
か
き

つ
け

る
、
と

い
う
。

醇
紹
彰

の
唱
和
し

た
詩

に
、

聖
草

神
躍
手
自
持
。

心
潜

二模
範

一識
二
前
規

一。
惜

哉
法
書

垂
レ
世
久
。
妙
帖

堂

々
或

見
レ
遺
。

宝
章
大
軸

首

尾
具
。

破
〃
古
欺

レ世

完
使
レ
離
。

当
時
竪

目
独
子
著
。

有

レ

如
二瘤

病

工
難
γ
医
。
至
レ
今

所
レ
収
上
巻

五
。

流
伝
未
レ
免

二
識
者
暇

一。

世
間
無
レ
論

レ有

二
晋
魏

一。
幾

人

解

二得
真
唐

階

一。
文
皇
堕
定

号
レ
得
レ
士

。
河
南
精
識

能
窮

レ微
。

即
今
未
三
必
無

二楮

猿

一。
寧
馨

動
欲

二千
金
賃

簡。
古
嚢
織

標

可

二復
得

一。
白

玉
為
レ
曖
黄
金
題

レ

と

い
う
。注

寧
馨

は
世
説
新

語

に
用

い
ら

れ

て
い
る

こ
と
ば

。
寧

は
如
此
か

く

の
如

し

の
意
。
馨

は
語
助

詞

で
あ
る
。

義

之

千

文

右
、
楮
紙
。
書

字

は
筆

力
が
円
熟

し
て

い
る
。

宣

州
観

察

支
使

王
仲

読

の
と

こ
ろ

に
あ

る
。

王
仲
読
は

故

の
宰

相

珪
の
姪

に
あ
た

る
。
謬

っ
て

「
賀
知
章

書
」

の
四
字

を
題
し

て

い
る
。

韻
字

の
下

の
と

こ
ろ
は
あ

や
ま

っ
て

い
る

。

注

王
仲
読

は
王
珪

の
姪
。

王
珪
は
、
字

は
禺
玉
、

哲
宗
朝

に
尚
書
左

僕
射
兼
門
下
侍
郎

と
な

っ
た
。
宋
史
巻

三

一
二
に
伝
記

が
あ
る
。

(
「
〇

一
九
1

↓
〇
八

九
)
。

「
干
韻
字
下

非
也
」

は
未
詳

。

こ
の
項

は
宝
章

待
訪
録

に
見

え
る
。

子

轡

字

帖

こ
の

こ
ろ
、

劉

脛
は
世

上

に
晋
帖
が
伝

わ

っ
て

い
る
と
い

う

こ
と
を
信
じ

て
い
な
か

っ
た
。

そ

の
の
ち
十

五
年

た

っ
て
、

か
れ
は
は
じ

め
て

子
鷺
字
帖

を
手

に
入
れ

て
、

こ
れ
を
王
義

之

の
帖

で
あ

る
と

言

っ
た
。
余

は
、
お
そ

ら
く
陳

子
鷺

の
も

の
で
は

な
い
か
と
言

っ
た
。

た
だ
し
、

私
は
ま
だ

こ
れ
を
見
て

い
な
か

っ
た
。

の
ち
、
諄

紹
彰

が
書
簡

を
よ

こ
し
て
、

こ
ん
ど

は
六
朝

の
書

で
あ
る
と

言

っ
た
。
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ま

た
、
劉

浬
は
梁
武

帝

の
像

を
手

に
入

れ

た
と

い
う

こ
と
を
報

ら

せ
て
き

た
。

余

は
と
き

に
漣

潴

に
赴

任

し
て

い
た
。

か

れ

に
返
事

の
詩

を
お
く

っ
た
。

劉
郎

収
レ
画

早
甚
卑
。

折
枝
花
草

首

二徐

煕

【。
十

年
之

後

始
聞

レ
道
。

取
二
吾

韓
戴

一為

二神
奇

一。

遍
来

白

首

進
二
道
奥

一。
学

者
信
有

二
髄
与

丁
皮
。
始

知
下
十
簾
但

遮
レ
壁
。

(
傍

)

牛

馬
祇
可

上
レ
裏

二弊
帷

一。

我

々
太
平
老

寺
主

。
白
紗

冒

レ
首
無

二冠

雍

[。
武

士
後

列
粛

二大

劒

一。
宮

女

房

侍
輩

二脩

眉

一。
神

清
眸

子
知

二寡

欲

一。

歯
露

唇
反

法

二定

磯

【。

世

人
観
三
服

似

二摩

詰

一。

不
レ
識
六
朝

居
士

衣
。
僧

蘇
勿

輯

乱
唐
突
。

梨
時
筆

法

r
可
レ
知
。

道
子

見
レ
之

必
再

拝
。
曹

盧
何

物
望

二
藩
離

一。

本
当
第

一
品
天
下
。

却

縁

二

顧
筆

一在

二
漣
満

一。

劉
君

は
画

を

収
蔵

す

る

こ
と

に
か

け

て
は
、
以
前

か
ら

あ

ま

り
上

手

で
は
な
か

っ
た
。

折
技

と
か
花
草

な
ど

は
徐

煕

を
第

一
と
し

て
い
た
。

十
年

の

の
ち

、
は

じ
め

て

画

の
ほ
ん
と
う

の
道
が

わ
か

る

よ
う

に
な

り
、
私

の
韓
幹

(
馬

の
画

の
名
家

)

や
戴
嵩

(
牛

の
画

の
名
家

)
を

見

て
神
奇

と
す

る
よ
う

に
な

っ
た
。

そ
れ
以

来
、

老
年

に

な

っ
て
、

い
よ

い
よ
道

の
奥

儀

に
す

す
む

よ
う

に
な

っ
た
。

画

を
学

ぶ
に
は
髄

と
皮

と
が
あ

る
。

そ

こ
で

、
十
筐

(英

光
集

は
十

襲

に
作

る
。

衣
類

の
こ
と
)

の
衣
は

た

だ
壁
名
撃

ば
か
り
・
牛
馬

(
の
画
)
は
た
だ
弊
帷
を
郭

む
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
我

々
た
る
太
平
老
寺
主

(
梁
武
帝
を

い
う
で
あ
ろ
う
)
、
白

お
お

紗

も

て
首
を

冒

い
、

冠
雍

(冠

と
そ

の
か
ざ

り
)

は
な

い
。
武

士
が

う
し

ろ

に
な

ら
び
、

大
き

い
剣

を
う

や
う
や

し
く
さ

さ
げ

て
い
る
。
宮

女
は
傍

ら

に
侍
り
、

長

い
眉

を
輩
め
て
い
る
。す
禰
瀞
媒

睡
≠

に
、
欲

叫
義
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
あ
ら
わ
な
歯
な
み
、
そ
り
反

っ
た
唇
は
定
餓

(?
)
に
法
る
。
世
人
は
服
が
摩
詰

(
維
摩
詰
)
に
似

て
い
る
の
を
観
る
が
、
六
朝
居
士
の
衣
を
識
ら
な
い
の
で
あ
る
。
僧
祭

(張
僧
饒
)
が
…
…

(
こ
の
句
は
英
光
集

で
は
後
人
母
把
乱
唐
突
に
作
る
。
よ
い
か
げ

ん
に
ぶ

つ

つ
け
に
描
い
て
は
な
ら
な
い
の
意
で
あ
ろ
う
。
僧
餅
は
後
人
と
す
る
方
が
通
じ
や
す
い
)
。
こ
れ
で
梁
代
の
筆
法
が
よ
く
わ
か
る
。
道
子

(
呉
道
子
)
も
こ
れ
を
見
た
ら
、

き

っ
と
再
拝
す
る
に
ち
が
い
な
い
し
、
曹
弗
興
や
盧
榜
伽
も
こ
れ
を
藩
離
と
し
て
望
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
来
天
下
第

一
品
の
も

の
、
そ
れ
が
顧
榿
之

の
筆
と
い
う
理
由

に
よ

っ
て
、
漣
満

(江
蘇
)
に
在
る
こ
と
と
な

っ
た
。

劉
君
は
右
軍

の
子
鷺
帖
を
収
得
し
た
の
で
、
賛
を
作

っ
て
私
に
寄
せ
て
き
た
。

そ
の
大
略

に
、

「
執
二
黒
帝
矩

一、
作
二
黒
風
雨

一。
大

一
尺
許
、
星
五
十
五
」
と
い
う
。
奇
文
で
あ
る
。

時

に
君
は
貌
州

の
官
を
や
め
て
、
ま
だ
別
の
除
命
を
受
け
て
い
な
か
た

っ
の
で
、
余
は
た
わ
む
れ
に
こ
れ
に
答
え
て
、

い
ず

く

も

「
清
明
に
郡

(
郡
の
長
官
を
退
く

こ
と
)
を
去
れ
ば
、
則
ち
郡

(
郡
に
任
官
す

る
こ
と
)
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
安
ん
ぞ
作
業
を
用

っ
て
洗
業
を
解
か
ん
や
」

(
仕
事

を

す
る

こ
と
で
仕
事
を
や
め
る
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
の
意
か
)
と

い
っ
て
こ
れ
に
た
わ
む
れ
た
。

米
需
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

(続
)
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米
清
書
史
所
載
モ
義
之
帖
考

へ続
)

醇

紹
彰
は
私

と
書
画

の
趣
味

が
同

じ

で
あ

っ
た
か
ら
、
あ

る
と
き
私

に
書

簡
を

よ
せ
て
、

「
詐
画

に
お

い
て
は

こ
の
ご

ろ
久
し

い
あ

い
だ
酵
米

と

い
う

こ
と
を
聞

い
た

こ
と
が
な

い
」

と
言

っ
た
。

余
は
詩

を

つ
く

っ
て

こ
れ

に
答

え
た
。

「
世

∴、ロ
ニ
米
醇
或
醇

米

一。
猶

≧
口弟

兄

与

二
兄
弟

一。

四
海

論
レ
年
我
不
レ
卑

。

口田
定
多

知

定

如

「レ
日疋
」

と
。劉

渥
が
葬

紹
彰

の
と

こ
ろ

へ
ゆ
き
、
書
を
見

て
大
声
を
あ

げ

て
、
書
来

云

々
と
い

っ
た
。
余

は
詩
を

つ
く

っ
て

こ
れ

に
答

え
た
。

「
唐
満

二書
奮

一習

不
・
収
。
却
縁

二
自

不

下
信

二
双
眸

一。
発
狂
為

報

二祭

龍
子

一。
不
レ
伯

三
人
称

二米
蒔

劉

「」

と
。

劉
君
は
占

く
か
ら

晋
帖
を
収
蔵

し
て

い
な

い
。

晋
帖

に

は
真
物

が
な

い
か
ら

と
い
う
。

そ
し
て
た
だ
唐

帖
ば

か
り
収
蔵
し

て

い
る
。
そ

れ
ゆ
え

に
こ

の
句
が
あ

る

の
で

あ

る
。

注

世
言
米
蘇

或
醇
米
詩

は
宝
晋
英
光

集
巻

三
に

見
え
る
。
唐
満

書
奮

晋
不
収
詩

は
宝
晋
英
光
集

巻
五

に
見
え

る
。
祭
龍

子
は
官
名

か
ら
来

た

こ
と
ば

で
批

評
家

を
さ
す
。

黒
帝

は

丘
天

帝

の

一
、

白
青
黄
赤
各
帝

と
あ

わ
せ

て
κ
帝

と
な
る
。

北
方

の
神

の
名
。

庄
口

専

店

、¥

↓Ir

J目-

銭

氏

の
収
蔵
す

る
と

こ
ろ
は
浩
博

で
あ
る
。

帖

に

い
う

、

「
臣

節

分
厳
。
外

無
典
掌

之
所
。
故

不
簿
ヒ

」

と
。
し

か
し
諸
位

に
は

み
な
法
書

が
あ

り
。
臨
揚

が
甚
だ
多

い
。
常

州
使
君
。
景

湛

の
房

ド

に
は
、

往

々
に
し

て
人

の

た
め
に
購

い
去

ら
れ
て

い
る
。

注

こ

の
条

は
銭

氏

に
王
帖

の
あ
る

こ
と

を

.、り
つ
て
い
る
ら
し

い
が
、

な
お
明

ら
か

で
は
な

い
。

浩
博

は
帖
名

と

は
解

し

に
く

い
。

銭
景
湛

(景

湛
)、

銭
惟
演

の
従
子
、

宋
史
巻

三

一
七

に
伝

記
が
あ
る
。

官

奴

帖

待
訪
録

に
、

右
双
鈎
麻

紙
本
、

亦
、

王
仲
修

の
と

こ
ろ

に
あ
る
、

と

い
う
。

注

前

出

の
玉

潤
帖
は
官

奴

で
で
は
じ
ま
る

の
で
官

奴
帖
と

よ
ば

れ

る
.
書

史

で
は

玉
瀾
帖
を

か

か
げ
、
別

に
ま

た
官

奴
帖

を
出
し

て

い
る

の
で
、

こ
の

二
帖

は

別

の
も

の
ら
し

い
。

官
奴

の
字

の
あ
る
帖

は
他

に
も

あ
る

の
で
、

こ
れ
が
ど

の
官
奴
帖

に
あ
た
る

か

は

に
わ
か
に
断
定

し
に
く

い
。

右
軍

書
記

一
七
六

「
延
期
官

奴

小
女
」

(
楮
目
五

五

に
も

見
え
る
)
、
が
あ

る
。

こ

の
ほ
か

に
も
官

奴
帖
が

な
か

っ
た

と
は
言
え

な

い
。
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右

軍

与

王

述

書

う

り
う
ち

余
は

ま
た
右
軍

が

王
述

に
与

え
た
書

を
唐

文
皇
手

詔
と

交

換

し
た
。
手

詔
は
渠

花

(
紋
様

で
あ

ろ
う

)

の
黄

綾

を
も

ち

い
て
詔

の
背

表
を

し
た
。

原
本

の
表
而

の
ヒ

に

は

一
斉

に
花
紋

が
隠

起

(
紋
様

が
か
た

お
し
を
し

た
よ
う

に
紙
面

に
あ

ら
わ

れ
る

こ
と

で
あ
ろ

う
)
し

た
。

余

は

つ
い
で
重

ね
て
う

ら
う
ち
す

る

の
に
台
州

産

の
黄

巌
藤

紙

を
も
ち

い
、
睡

熟

(紙

を
確

っ
て
や

わ
ら
か
く
す

る
)

し
、

一
半

を
掲

け
て

(
め
く
り
あ
げ

る

こ
と

)
背

表

し
た
。

滑
ら

か

で
浄

く
、
軟

熟
し
、

紙
を
巻

い
た
り

の
ば

う
ら
う

ち

は
ニ

し

た
り
し

て
も

毛
を
生

じ
な

い
.
余

の
家

の
書
帖
は

多
く

こ

の
紙

を
用

い
て
い
る
。

一
つ

一
つ
自

分
で

背
表

し
、
自

分

で
喪
装

し

て
、
笈

に
入
れ

て
保

存
し

て
い
る
。
占

く
う
ら
う

ち

の
う
ま
く

で
き

て

い
る
も

の
は
、

そ
の
ま
ま

に
し

て
、

め
く
ら

な

い
よ
う
に
す

る
.
乾

い

た
紙

が

よ
ご

れ

た
と

き
は
、
友

面
を

L
む
き

に
し
、

一
枚

の
新

し

い
紙

を
あ

て
、

四
辺

を

の
り
ず

け
に
し

て
卓

の
ヒ

に
は
り

つ
け

る
。
帖

の
と

に
は
糊

を

つ
け
て
は

な
ら

な

い
。
新

し

い
紙

は
中

を
空
虚

に
し

て
お

さ
え

る
よ
う

に
す

る
、

上

に
あ

て
た
紙

が
乾

く
と
、
ド
も

お

の
ず

か
ら
乾

い
て
く

る
。

金
漆

の
卓

の
ヒ

に
紙
面

を
あ

て
て

は
な

ら

な

い
こ
と
が
肝

要

で
あ

る
、

め
く

り
あ
げ

る

と
き

に
か
な
ら
ず

原

本

に
墨

の
よ
ご

れ

が
で
き

る
。

注

原

文
虚

棚
は
さ
き

に

「
摺
背

重
朔
」

の
語

が

あ

っ
た
。
紙

を
原
本

に
あ

て
る

と
き
、

紙
と

紙

の
中
間

に
空

気
が

は

い

っ
て

ふ
く

れ

る

こ
と

を

い
う

の

で
あ

ろ

う
。

「
内

史
与

王
述
書
」

は
前
出

の
此
郡
帖

を

い
う

。
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王

献

之

帖

十

二

月

帖

晋
の
太
宰
中
書
令

(官
名
)
の
王
献
之
、
字
は
子
敬

の
十

二
月
帖
は
、
黄
麻
紙
に
か
か
れ
て
い
る
。
文

に
、
「
十

二
月
割
至
否
、
中
秋
不
復
不
得
、
想
未
復
還
、
働
理
為

即
甚
、
省
如
何
、
然
勝
人
何
慶
等
慶
等
大
軍
」
と
あ
る
。
下

の

一
印

に

「
鐸
書
」
と
あ
る
の
は
、
唐
の
宰
相
王
鐸
の
印
で
あ
る
。
後
に

「
君
情
」

二
字
が
あ
る
。
前

に
絹

地
の
小
帖

(題
簸
を
い
う
)
が
あ
る
の
は
、
補
遂
良
が
題
し
た
も
の
で
、
「
大
令
十

二
月
帖
」
と
あ
る
。

こ
の
帖

の
筆

の
運
び

か
た
は
、
火
筋
で
灰
の
上
に
文
字
を
書

い
た

は
し

へ

 か

の
よ
う

で
、

文
字

と
文
字

が
連
綿

し

て
端

が
な

い
。

意

を

経
ず

し

て
書

か
れ

た
も

の

の
よ
う

で
あ

る

。

い
わ
ゆ

る

一
筆

書

で
あ
る
。

天
下

子
敬

の
第

一
帖

で
あ

る
。
も

と
快

雪
帖

(快

雪
時

晴
帖

)
と

つ
ず

い

て

い
た
。

蘇

太
簡

(
蘇
易

簡
)

の
家

の
所
蔵

品

で
あ

る
。

上

に

国
老

(蘇

喜
、

易
簡

の
子
)
、
才

翁

(
蘇
舜

元
、

畜

の
子
)
、

子

美

(
蘇
舜

欽
、
舜

元

の
弟

)

の
題
蹟
が
あ

る
。

そ

の
こ
と
ば

に
、
歯
僧

守

一
の
蔵
す

る
所

な
り
。
先
令

(易
簡

を
さ
す

で
あ

ろ
う
)

、
命

服
を
以

っ
て
之

を
得

た
り
L

と

米
苗
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

(続
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あ
る
。
子
美

の
子
、
激
、
字
は
志
東
と
い
う
。
余
と
こ
れ
を
分
蔵
し
、
書
画
宝
玩
を
も

っ
て
交
換
し
た
。

注

十

二
月
帖

の
米
帝

の
刻
帖
は
、
宋
拓
宝
晋
斎
法
帖

の
巻
首
に
、
王
署
帖
、
謝
安
帖

の
二
帖
と
と
も
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
小
著
、
宋
拓
宝
晋
斎
法
帖
鑑
賞
記

参
照
。

送

梨

帖

王
献
之
の
送
梨
帖
に

「
今
送
梨
三
百
穎
。

晩
雪
殊
不
能
佳
」
と
い
う
。

上
に
梨
幹
黎
氏
の
印
が
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
南
方
の
君
子
な
る
も
の
で
あ
る
。

蹟
尾
の
半
幅
に

「
因
太
宗
書
巻
首
。
見
此
両
行
十
字
。
遂
連
此
巻
末
。
若
下
珠
還
二合
浦

一、
剣
入
中
延
平
上
。
太
和

三
年
三
月
十
日
。
司
封
員
外
郎
。

柳
公
権
記
」
と
あ
る
。

の
ち
に
細
字

で

一
行
を
題
し
て

「
又

一
帖
、
十
二
字
、
を
こ
れ
に
連
ね
る
」
と
い
う
。
余
の
弁
別
し
た
の
に
よ
る
と

こ
の
十

二
字
は
王
右
軍

の
書
で
あ
る
。
本
文
に
は

「
思
言
救
卒
何

期
。
但
有
二長
歎

一。
念
告
」
と
あ
る
。
柳
公
権
は
誤

っ
て
子
敬
の
書
と
し
た
。
紙
縫

に

「
貞
観
」

の
半
印
が
あ
る
。
世
南

(虞
世
南
)
、
孝
先

(
王
曽
)
の
践
が
あ
る
。

あ
ざ
な

孝
先
は
本
朝

(
宋
)
の
王
曽
丞
相
の
字
で
あ
る
。
劉
季
孫
が

一
千
網
を
も

っ
て
買
い
と

っ
た
。
余
は
欧
陽
訥
の
真
蹟

二
帖
と
王
維
の
雪
図
六
幅
、
正
透
犀
帯

一
条
。
硯
山

一
枚
、
玉
座
珊
瑚

一
枝
と
交
換
し
た
。

(
送
梨
帖
、
言
寂
帖
と
太
宗
帖
と
交
換
)
。
劉
は

こ
れ
を
認
め
た
。
王
読
は
余

の
硯
山
を
借
り
て
、
す
ぐ
に
は
返
さ
な
か

っ
た
。

劉
氏
が
沢
州
の
太
守

(
山
西
)
と
な
り
、
赴
任
し
て
二
日
た

っ
て
、
王
読
は
は
じ
め
て
硯
山
を
返
し
た
。
そ
し
て
も
う

一
度
交
換
し
た
い
こ
と
を
約
束
し
た
。
と
こ
ろ
が

劉
が
死
ん
で
し
ま

っ
た
。
そ
の
子
が
二
十
千

(
二
萬
銭
)
で
王
防
に
売
り
わ
た
し
た
。

唐
太
宗

の
書
は
ど
こ
と
な
く
王
献
之
に
似
て
い
る
。
公
権
は
太
宗

の
書
巻
か
ら
よ
く
見
分
け
を
し
て
と
り
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
ま
た
、
誤

っ
て
右
軍
帖

(言
叙
帖
)

を
連
ね
て
、
子
敬
と
し
た
。
公
権
は
書
の
わ
か
る
も

の
で
あ
る
の
に
こ
の
よ
う
な
始
末

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
漏
氏

(
京
)
の
西
昇
経
は
唐

の
経
生
の
書
で
あ
る
の
に
、

こ

れ
を
楮

(
遂
良
)

の
書
と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
お
も
う
に
書
を
能
く
す
る
も
の
は
、
書
を
よ
く
竪
定
す
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
余
は
す
で
に
こ
れ
に
践
し
て
鑑
定

を
な
し
た
。

蘇
子
謄

(
賦
)
は
そ
こ
で
詩
を
践
し
て
こ
う
言

っ
た
。

「
家
難
野
驚
同
登
レ
姐
。
春
矧
状
蛇
総
入
レ
奮
。
君
家
両
行
十

二
字
。
気
圧
二鄭
侯

一三
萬
銭
」
。
と
。

け
な

晋
史

(
晋
書
)
の
唐
太
宗
の
賛
は

(
王
義
之
伝

の
賛
)
は
子
敬

(
王
献
之
)
を
財
し
て
い
る
。
し
か
し
、
唐
太
宗
は
力
め
て
右
軍
を
学
び
、
ま
た
虞

(
世
南
)
の
行
書

を
学
ぶ
に
至
り
え
な
か

っ
た
。
上
、
右
軍

に
登
り

つ
こ
う
と
し
た
の
で
、
大
い
に
子
敬
を
の
の
し

っ
た
の
で
あ
る
。
か
れ
の
書
は
天
真
超
逸
で
あ
り
、
ど
う
し
て
父
の
及
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ぶ
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

注

宝
章
待
訪
録
に
、
王
献
之
送
梨
帖
に
は
黎
氏

の
印
が
あ
り
、
柳
公
権
の
践

に
つ
ら
な

っ
て
い
る
。
王
右
軍
の
言
叙
帖

二
行
に
は
貞
観

の
半
印
が
あ
る
。
徐
僧

権

の
字
が
あ
る
。

右
、
左
蔵
庫
副
使
劉
季
孫

の
と

こ
ろ
に
あ
る
。
柳
公
権

の
践
に
よ
る
と
、
唐
太
宗
の
書
の
前

に
、
献
之
の
書
が
雑

つ
て
出
て
い
る
。
そ
こ
で
そ
の
父

(
王
義
之
)

の
書
を
ば
献
之
帖

の
あ
と
に
は
り

つ
け
て
、
又

一
帖
と
言

っ
て
い
る
。
柳
の
よ
う
な
専
門
家
で
も
、
父
の
王
義
之
の
書
を
子
の
王
献
之

の
も

の
と
誤

っ
て
い
る
。
ま

し
て
書
を
知
ら
な
い
も
の
が
誤
を
犯
す
の
は
な
ほ
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
。

送
梨
帖
は
今
、
宝
晋
斎
法
帖
、
東
書
堂
帖
、
戯
鴻
堂
帖
、

三
希
堂
法
帖
な
ど
に
刻
さ
れ
て
い
る
。

「
今

(
送
)
梨
三
百
晩
雪
殊
不
能
佳
」

と
あ

っ
て
、
送
字
は
欠

損
し
、

「
顯
」
字
は
な
く
、
草
書
十

二
行

で
あ
る
。
書
史
に
も
両
行
十
字
と
あ
る
。

「
黎
氏
」
の
印
記
は
、
歴
代
名
画
記
の
古
今
公
私
印
記
に
、

「
故
御
史
大
夫
黎

幹
印
」
と
あ
り

「
黎
氏
」

の
印
を
載
せ
て
い
る
の
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
黎
幹

は
戎
州

(
四
川
)
の
人
。
玄
宗
に
仕
え
待
詔
翰
林
か
ら
諌
議
大
夫
に
至
り
、
徳
宗

朝
に
至
り

窟
官
劉
忠
翼
と
陰
謀
し

て
罪
に
陥
り
死
を
賜

っ
た
。
唐
書
巻

一
一
八
、
新
唐
書
巻
一
=

七
上
に
伝
記
が
あ
る
。

「
南
方
君
子
」
は
中
庸
に

「
南
方
之
強
也
、
君
子
居
之
」

に
基
づ
く
で
あ
ろ
う
。
後
に
あ
る
細
題

一
行
は
、
集
帖
に
は
な
い
。

言
叙
帖
は
二
王
帖
、
東
書
堂
帖
、
宝
晋
斎
法
帖
に
あ
り
、
草
書
二
行
、
践
と
印

は
今
は
失
わ
れ
て
い
る
。

王
曽
、
字
は
孝
先
、

益
都
の
人
、
仁
宗
朝
に
中
書
侍
郎
、
同
中
書
門
下
平
章
事
と
な

っ
た
。
盆
文
正
。

(
九
七
八
ー

一
〇

三
八
)
。
宋
史
巻
三

一
〇
に
伝
記
が
あ

る
。
王
維
雪
図
の
こ
と
は
書
史
に
も
別
に
見
え
る
。
夢
渓
筆
談
に
も
王
維
図

の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

西
昇
経

の
こ
と
は
、
待
訪
録
に

「
老
子
西
昇
経
楮
遂
良
書
閻
立
本
画
、

右
在
観
文
殿
学
士
洛
陽
漏
京
処
」
と
あ
る
。
薦

京
は
、

字
は
当
世
、

郡
州
江
夏

の
人
。

(
一
〇

二

一
i

一
〇
九
四
)
。
宋
史
巻
三

一
七
に
伝
記
が
あ
る
。
蘇
東
披

の
絶
句
は
東
披
集
に
見
え
る
。
家
難
野
驚
は
家
鶏
は
王
僧
度
の
論
書

に
、
晋
の
庚
翼
が
自
分

の
書
を
卑
下
し
て
い

っ
た
こ
と
ば
。
春
矧
秋
蛇
は
晋
書
王
義
之
伝
賛
に
見
え
る
こ
と
ば
。
両
行
十

二
字
は
送
梨
帖
と
し
て
三
希
堂
法
帖

の
釈
文
に
も
、
送
梨
帖
の
題

詩
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
十

二
字
は
十

一
字
に
作

っ
て
い
る
。
郭
侯
は
唐
の
李
泌
、
字
長
源
を
い
う
。
京
兆
の
人
。
(
七
二
ニ
ー
七
八
九
)。
新
唐
書
巻

=
二
九
、

旧
唐
書
巻

一
〇
三
に
伝
記
が
あ
る
。
蔵
書

の
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
た
。
韓
退
之
に

「
送
諸
葛
覚
往
随
州
読
書
」
詩
が
あ
り
。

「
郵
侯
家
多
書
、
挿
架
三
万
軸
」

の
句

が
あ
る
。
李
泌
の
子
、
李
繁
が
随
州
の
刺
史
を
し
て
い
た
と
き
諸
葛
覚
が
そ
こ

へ
往
く
の
を
送
る
詩
で
あ
る
。
東
披

の
絶
句
は
東
披
集
巻

一
八
、

「
書
劉
景
文
所
蔵

米
蓄
書
史
所
載
王
義
之
帖
考
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王

子
敬
帖
絶

句
L

と
題
す

る
詩

で
あ

る
。
両

行
卜

二
字
は
そ

の
ま
ま

で
あ
る
。

萢

新

婦

唐̀

墓

帖

余

は
子
敬

の
池
新
婦
唐

華
帖

を
収
蔵

し

て
い
る
。

こ
の
帖

は
蘇

激

の
家

か
ら

f

に
入
れ
た
も

の
で
あ

る
。
帖

の
後

に
傭
仲

の
敗
が
あ

る

、
余

は
詩
を
題
し

て

こ
う
言

っ

た

。

(婦
)

へ層
真
)

を

り

「
貞
観

歎
書
丈

二
紙
。

不
レ
許
三
児
奇
専
二
無
美

一。

何
為

蓼
噴
参
宝
是
似
。
遭

レ
乱
真
帰

二火

与

γ水
。

千
年

誰

人
能
継
レ
趾
。

不

二
自
名
家

【殊
未
智
。

嵯
示
方
来

眼
須
レ
洗
。

玉

躁
金
題
半
帰

レ
米
」
。

又
和

し

て
、

(茄
)

(蝦
)

「
雲
物

龍
蛇
森

動
レ
紙
。

父
子
王
家
真
済

レ美
。

張
翼
小

児
寧
近
似
。
濾

演
浩
対

二
蹄
跨
水

一。
騰
蛇

無
レ
足

醐
多

レ
趾
。
以

レ仮

易
レ
真
信

用
レ
智
。
亀
僻

錐
レ
多
手
履
洗

。
巻

不

レ
生
レ
毛
誰
似

レ
米
」
と

云
う
。

又
和
し

て
、

(不
)

(開
時
)

「
直
裂

紋

句
真

占
紙
。
版
印

多
時
俗

眼
美
。
誠
懸

尚
復

誤
疑

似
。
有

二
滑
方
γ
能

レ
弁
二
浬
水

}。

真
偽

頭
面

拳

跣
趾
。
久
仮

二中

分

一弁

一愚

智

一。

宝
軸
時
開

心

一
洗
。

百
代

何

人
伝

至
レ
米
」
と

い
う
。

黄

庭
堅

が

こ
れ

に
和

し
て
後

に
題

し
た
。

そ

の
詩

に
、

「
王
令

遺
墨
方
尺
紙
。

尾
題
侍
仲
実

子
美
。
百
家

蔵
本

略
相

似
。

如
三
日
行

レ
天
見

二諸
水

一。

拙
者
繕

鈎

軌
斬

レ
趾
。

田
恒
取
レ
斉
井

二
聖
智

一。
錦

嚢
昏
花
百

過
洗
。

湖
海

濯
緩
人

姓
米
」

と

い
う
。

蒋
之
奇

は

一
韻

に

て
和
す

る
も

の
三
首
、
呂

升
卿

は
和

す

る

こ
ど

二
首
、

林
希

は
和

す

る

こ
と

三
首
。

劉
浬
は
和
す

る

こ
と

二
首
。

余
章

は
和
す

る
こ
と

一
首
。
余

の

ち

に

二
首

、
ま

た
再
和
し

た
も

の
を
あ

わ
せ

て

一
軸
と

し

た
。

林

子
虚

が
借
り

て
行

っ
た

ま
ま
、

ま
だ
返

し

に

こ
な

い
。

注

こ
の
詩

三
首
は
、

宝
晋
英
光
集

巻

三
に

「
題
唐

模

子
敬

池
新
婦

帖
予

一一.首
」
と

題
し

て
載

っ
て
い
る
。

文
字

に
小
異

が
あ

る
。

王
献
之

の
池

新
婦
帖

の

こ
と

は
今

な
お
未

詳

で
あ

る
。

王
義
之

に
謝
池
新
婦
帖

が

あ
り
、
楮
遂

良

の
王
義

之
書
目

四
九
、
右

軍
書

記

三
六
〇

に
見

え
、
緯

帖

に
刻

さ
れ
、
宋
拓

宝
晋
斎
法
帖

に
、

蘇
家

伝
来

の
印

記

の
あ

る
も

の
が
刻
さ

れ
、

箔
清
館

法
帖

に
も

経
帖
か
ら
模

刻
さ

れ
て

い
る
。

六
行

、

行

草
体

で
あ

る
。

米
苗

の
い
う

子
敬

の
萢
新
婦
帖

は
蘇
激
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(
蘇
舜

臨

大

へ
p
法

余

は
大
令

え
た
。
あ

る

れ
た

の
で
私

す
。

あ

な
た

す

か゚
L
と
。

注林
希

あ

た

っ

　

る

l

r
J

ハ
豪

一

　

ヒ
　
フぼ
ロ
ラ

陰

鴇

瞬

ひ

そ

の

子

、

県

注

私

は

両

山巾

崎

}
L閥

-
ー
'
、
」

ー
ル

}」
口

ζ
乳9

　
し
　

し
エでも

.臣

了
了
ハ

E

洗

ま

、

一

.

・1
ー

ロ

の

へ

の
中

力
ら
h占

の
上

の
践

を

1宥 と さ 都
一旧・ つ ぐ..ド

史 て り に

髭 　契
、

米1㌍ 潭 象 群 雲 森 旛 塊31牧 ≧ 李 轄
の は'

、

そ

の
邸
宅

に
招

か
れ

る
た
び
ご

と

に
、

た
く

さ
ん
書
帖

を
出

し

て
、

余

に
臨
学

す
る

こ
と
を
す

す

め
た
。

そ
の
よ

う

に
し

て
、
書

櫃

余

の
臨

し
た
E

.士
蔽

の
鷲
群
帖

を
、
染

め
て
占

色

の
麻

紙

と
し
、

一
面

に
獄

紋

を

つ
く

り
出
し
、

錦
嚢

に
い
れ
R
軸

を

つ
け
、
他

の
書

に

つ
け
加

え

た
。
ま

た

。
虞
、世

南

の
書

を
臨

し
た
帖

を
、
占

色

に
染

め
.て
表

装

し
、

公
卿

に
践

を

か
か
せ

た
、
余
は

た
ま

た
ま

こ
れ
を

之
帖
考

〔続
)

々 見1;隷 と 列
'0
-)た に こ,

帖 こ は7)ω

孫 磁 繧
o

 

八
上
E
献

之
巳

復
此
節

帖

、

右
は
朝
請

大
た
新

昌

の
石
元
之

の
家

に
あ

る

。
関
景
仁

が

し
ば

し
ば

見

て

い
る
、
か

つ
て
石

に
模

刻

し
た
。

る
、
{.r
札

は
精

妙

で
あ

っ
た
」
、

と

い
う

、
類
似

の
記
事

で
あ

り
、

字

句
が

こ
と

な
る

の
で
同

一
帖

と

は
見
な

さ
れ
な

い
。

閣
帖

に
、

、
字

句
が
近

い
が
別

帖

と

見
ら

れ
る
。

百 帖 相 子 字

は

コ

過

触
`1季

云

々
L

は
、

た
い
そ

う
す

ぐ
れ
た
め

ず
ら

し
い

も
の

で
あ

る

肖二-

迩

が

:越

州

イ・1

.元

之

大

夫

の

家

に

あ

る

と

い

う
C

今
、

1淡 中 は

に'荏
ノ ヘ ビ コ し

zジ1(昂 甲

加 州'

し の 湖

た ノ＼ 少卜1

人(銭

物 紹 塘

で 聖 の

あ の 人

る こL
!/ブ
ノラ 　

甘 に 一

露..rO

寺 惇 一一:

は に 九

江 推1

魚莱 薦 一一

鎮 さ ○

}に オ{.ソ し

県 て..三

北 中 口

i刮 彗二 宋

山 うセ 史

ヒ 人 巻

に と 一三

あ な..三

て)り 一一

名'附

刹 神 逝
L宗 伝

コ 　 ニ ド し'
..ノ 乏

国 録

呉 の
ノ

のll栴

と 築

き に

に あ

建 ず

、`1:か

さ っ

れ た
ノ 　ら し

L
い 兀

る 祐
(の

群
臣

を
し

り
ぞ
け

る
に
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客 発 戦1い 占警
で い1林 帖 一一』 ・-J'_

あ そ 希 一 一 巻 口
にア ノぐ ソノロ/
)つ 刀 、.{」}
ヤ ロ ロドノ

ロぞロ へ 　 コ コ ア

つ イ」 ㌧1・ くご

は ど'i享 臨
『ず ろ 、 し.

は い り長 た

あ て 淘'

り'お そ

ま 翻 よ の
一し!1・ こ こニニ:ごt:聾

富II

ん れ 余i"i-
Lは ノで が

と{玄 甘 常

1ヤ の 露 州

つ 一[.'一:r=f与士

た で の ノ＼
㌧『 す 浄 の

私L名 家

は 〉 斎 に

笑 二・ に あli

つ 一、 集/)

て た:会 た
コ ア

い ∴ さ(二

つ ・ →1・ キ
コココ し

な 聾 ≒ 訂;

雫i!.i!鋤1
が 吃 と こ
変1き れ
つrお を

て_・ 一,の 廃'
_お 帖

真L、 の に

物 が し

カ・:コ 茜 て

ど 一 画 し.
▼1ノ ノr. .Lつ

酷 ノ1ゴ ま

懇髪渥
め 茎 て"
ら あく1⊥ そ

オし{こi-iオ し

な 斥 た を
い レ)し 装

と く と 背
い 収 こ_

う 蔵 ろ ノミ
こ さ がlf

と れ こ 口
が て の し
あ い 臨 て

る た 帖 沈
も も が 括
の の 出 に

で で さ 与

か
ら

f
に
.入

れ
て
い

る
か
ら
、

こ

れ
が
あ

る

い
は

ヒ
記

の
王
義
之

の
書

の
も

の
と

同

一
の
も

の
か
も

し
れ

な

い
が

な
お
不

明

で
あ

る
。

.A直 霧 曹舳`...Ll唱



米
背
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

(続
)

見
て
大
笑
い
し
た
。

王
読
は
手
あ
た
り
次
第
に
、

る
。

こ
れ

を
奪

っ
て
ゆ
く
。

こ
の

ほ
か

に
も

ま
だ

た
く
さ

ん

こ
ん
な

も

の
が
あ
る

が
、

ま
だ
出
し

て
見
せ

な
い
だ
け

で
あ
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